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現在、CO2を排出しない、再生可能な水素エネルギー社会の実現を目指して、

水素生成、水素貯蔵、水素利用の研究が種々の手法で実施されている。水素利

用を環境に調和させて、最もエネルギー効率よく実行するため、常温で水又は

水蒸気から水素を、エネルギーを極力使わずに生成・吸収・貯蔵し、使用圧力

にガス化(放出)し、且つ再生可能で(繰り返し利用可能で)高容量貯蔵する技術の

開発が進められている。 

 材料中の水素の分析・測定手法は、その質量が小さく、且つその一個の電子

の束縛エネルギーが小さいため、極めて限られている。固体中の水素濃度の深

さ分布を測定する最も優れた手段の一つは、イオンビームと水素との弾性散乱

を利用する反跳粒子検出（ERD）法で、水素同位体(H,  Dおよび T）を、同時

に、且つ同じ感度で比較的容易に得られる特長を有している。筆者らは、これ

まで、MeVHe+イオンビームを用いる ERD法により、核融合炉壁材料、トリチ

ウム増殖材料やプロトン導伝性酸化物セラミックスにおける水素同位体の動的

挙動の同位体効果を調べてきた。 

最近、酸化物セラミックスに注入された D が常温の空気水蒸気に接触させる

だけで、短時間に殆ど全て Hと置換し、その逆の重水蒸気に接触させても Hが

殆ど D に置換しない、極めて大きな同位体効果を偶然発見した。また、その

D-H 置換モデルから、酸化物セラミックスが常温で水蒸気を分解し、水素を吸

収し、水素ガスを放出する触媒機能をもつことを発見し、それを実証した。 

現在、酸化物セラミックスの触媒機構の確立、常温の空気水蒸気から水素を

吸収・貯蔵し、低温・急速加熱で貯蔵水素を水素ガスとして放出する金属・酸

化物二層複合・水素貯蔵材料とそれを用いた水素製造システムの開発研究を行

っている[1]。 

本講演では、主要分析手段のイオンビーム分析の優れた特徴とこれまでに得

られた金属・酸化物二層複合材料の水素吸蔵と放出特性等を紹介し、この複合

材料の環境調和型水素製造システムへの実用化の可能性を展望した。 
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